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オロシティーニュース No,232 H26 年 6 月号 

● 第 47 回通常総会 ～平成 26 年度予算など承認～ 

● 第 40 回新入社員歓迎式 ～新入社員 30 名を歓迎！～ 

● 第 3 回オロシティー経営塾 ～広報研修委員会～ 

● 第 6 回オロシティーふれあいコンサート ～広報研修委員会 

● オロシティーマップ新聞等で紹介される 

● 急逝の主送る芝桜 

● 組合からのお知らせ 

  第 31 回 オロシティー夏まつりのお知らせ 

  消火器のルールについて 

  事業所敷地内への降灰指定置場設置について 

● 組合員紹介 

  小正醸造 株式会社・株式会社 下堂園 

● オロシティーホール展示場予定・組合員の動き 

組合行事予定・編集後記 
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総会のご挨拶 
 

第 47 回通常総会におきま

しては、多数のご来賓並びに

組合員皆様のご出席により

盛会裏に無事、終了すること

ができました。厚く御礼申し

上げます。また、永年勤続者

表彰を受けられる皆さん、誠におめでどうございま

す。 

さて、最近の話題となりますと、サッカーではな

いでしょうか。「なでしこジャパン」のアジアカッ

プ優勝や男子代表サッカ－の壮行試合に、歓喜され

た方々も多いかと思います。 私は、それに加えて、

試合後の選手たちのインタビュ－に、感銘を受ける

ことがあります。例えば、女子サッカーでは、ゴ－

ルを決めた選手が、アシストしてくれた選手に感謝

する姿、男子サッカ－でも、内田選手が、トレーナ

－のお陰で、ゴ－ルができたと感謝する姿、そして、

試合で苦戦すれば、その現実を謙虚に受け止め反省

する姿です。 

私は、これこそが日本のサッカーであり、日本の

文化だと思います。組合も同じかもしれません。相

手を思う「思いやりの力」。そして、「感謝する姿勢」

が強い程、そこにエネルギ－が生まれ、人が集まり、

穏やかな社会や組織が形成されるものと思います。 

 前年度の組合事業つきましては、安定的な収益を

確保することができ、3%の配当案を上程しました。    

これからも、「精神的なつながり」そして、「経済的

なつながり」をバランスよく運営して参りたいと思

います。今年度は、組合施設の保守・整備に取り組

んで参ります。そして、災害などが発生した場合、

避難所として、或いは、物流の拠点として、少しで

も地域のため、組合員のために、役立つ施設にして

いきたいと思います。 

これからも、「組合だからこそできること」を考

えて、挑戦してまいりますので、引き続き、組合活

動へのご参加とご提案をお願い致します。最後にな

りますが皆様方のますますのご繁栄とご健勝を祈

念申し上げまして総会の挨拶とさせていただきま

す。 

ありがとうございました。  

    ～5 月 29 日総会挨拶より抜粋～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 29 日(木)15：00 より、オロシティーホール

大会議室において第 47回通常総会が開催された。 

開会にあたり全員で組合理念の唱和を行った後、

理事長より挨拶があった。 

続いて来賓を代表して鹿児島県知事（代理：福永

商工労働水産部次長）と鹿児島市市長（代理：圖師

経済局経済振興部部長）より祝辞が述べられた。 

恒例となった総会

での永年勤続表彰

（勤続 20年以上）で

は 22 名の組合員従

業員が表彰され、代

表して山形屋商事㈱

の上之さんに表彰状

と記念品が手渡され

た。続いて、㈱しん

ぷくの濱畑さんから

謝辞が述べられると

会場から一斉に拍手

が送られた。 

 さらに昨年度に続き、オロティコ（オロシティー

バンド）から演奏のプレゼントということで、“ふ

るさと”・“花は咲く”が演奏された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

永年勤続表彰 上之さん 

永年勤続表彰 濱畑さん 

メンバー  

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ-草留浩美さん・ｵｶﾘﾅ-山下知子さん 

ｸﾗﾘﾈｯﾄ 園田夏希さん・ｸﾗｼｯｸｷﾞﾀｰ 玉利佳久 



平成 26年 6 月                                    №232 

 

また、本年度の議事は下記 4 議案が上程され、原

案通り承認可決された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記全議案の審議が終了したのち、「輝け！！オ

ロシティー」を全員で合唱し、滞りなく第 47 回通

常総会を終了した。 

 

 

 

 

 

去る 4月 10 日（木）13：40 よりオロシティーホ

ール２階大会議室において、10社の新入社員 30名

が出席し、第 40回新入社員合同歓迎式が行われた。

小正理事長から「皆さんにとってこれからの人生は

長いと思いますが、あっという間に過ぎていくもの

です。京セラの稲盛さんが成功の方程式ということ

で“成功＝考え方×情熱×能力”だとおっしゃって

おりました。能力や情熱はプラスになっていきます

が、考え方というのはプラスにもマイナスにもなり

ます。前向きに考えて行動する意気込みがすべてを

プラスにして成功に導いていくものだということ

です。これからそれぞれの会社で前向きに考える意

気込みを培って成長して欲しいと思います。」と激

励の挨拶。続いて鹿児島市長より「流通業を取り巻

く環境というのは、消費者行動やニーズの多様化・

グローバル化の進展など大きく変化をしてきてお

ります。このような状況の中、企

業はこれまで以上に柔軟な発想

力とスピード感をもった対応が

求められており、積極果敢にチャ

レンジする社員一人ひとりの取

組に加え、フレッシュな感性をも

った新入社員の皆さんに期待す

るところが大事であろうと思います。先輩方の温か

いサポートのもと一日も早く職場や地域になれて

頂くとともに日常生活においても幅広い視野で情

報収集に努め様々な経験を積み重ね、日々成長され

ることを心から念願しております」と祝辞を頂いた。

（鹿児島市 経済局 南局長代読）続いて、新入社員

に対し宝来福利厚生委員長より記念品が贈呈され、

新入社員を代表して㈱

レイメイ藤井に入社し

た稲用宇将さんが受け

取った。 

 次に、日本銀行鹿児

島支店 中田支店長より“人生は出会いと偶然の積

み重ね”と題して特別講演があり、「人との出会い

を大切にしてほしい。会社は理不尽なことや無茶な

ことを言ってくるか

もしれない。それで

も、決して無駄には

ならないし、違う良

い形でプラスに帰っ

てくることがあると思います。苦しい時をぜひ前向

きに頑張ってほしい。」と、ご自分のこれまでの体

験談を交えながら熱いメッセージを頂いた。 

 その後、新入社員を

代 表 し て ㈱ タ カ イ 

重水小青さんから「若

さという特権を活か

し、大胆な発想をもっ

て一日も早く仕事を

覚えたい。」と新入社

員らしく元気の良い決意表明が述べられ、最後に美

坂副理事長による万歳三唱で終了した。 

 

 

 

 

 

第 1 号議案  平成 25年度 事業報告書、財産目録、

貸借対照表、損益計算書、剰余金処分（案）の

承認について 

第 2 号議案  平成 26 年度 事業計画書及び収支予

算（案）の設定について 

第3号議案  平成26年度における経費の賦課及び

納入の方法決定について 

第 4 号議案  平成 26 年度 借入金残高の最高限度

について 

清清潔潔なな街街・・ささわわややかかなな街街オオロロシシテティィーー  

毎毎週週火火曜曜日日はは環環境境美美化化のの日日でですす。。  
《《会会社社敷敷地地周周辺辺のの街街路路樹樹除除草草もも一一緒緒にに》》  

∞∞∞∞∞∞ 総総務務委委員員会会 ∞∞∞∞∞∞ 
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5 月 22 日(木) 18 時 30 分より広報研修委員会主催

による第 6 回オロシティーふれあいコンサートが開

催され、訪れた観客約 250人が音楽やダンスを楽しん

だ。オロシティーふれあいコンサートは、組合理念に

ある“地域貢献”のもと、地域の方々に楽しんでもら

うとともにオロシティーを多くの方々に知ってもら

おうと広報も兼ねた文化的発信を行う目的で開催さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出演者は、マリンバを中心に数々の打楽器で親しみ

やすく、心に響く演奏にチャレンジする鹿児島出身の

女性4人のグループFour Mallets(フォーマレッツ)、

結婚式の生演奏やイベント演出など、鹿児島を中心に

活躍している Sound’s Wind（サウンズ ウィンド）

のお二人。友情出演として組合から玉利佳久氏、そし

て鹿児島で初めてのタヒチアンダンススクールを開

設し、「タヒチアンダンスを通して健康で内面から輝

く人生を!!!」をモットーに活動の場を広げている

Nehenehe roa mata（ネヘネヘ ロア マタ）の皆さん

総勢 23名の 3組。 

3部構成でクラシックからタヒチアンダンスまでバ

ラエティーに富んだ内容に加え、出演者どうしの共演

も企画された。また、ステージを客席により近い位置

に特設し生楽器の響きやダンスの躍動感をより近く

で味わえるように演出された。 

 終了後のアンケートでは、“素晴らしかった。”、“次

回もまた来たい。”、“年に 2 回して欲しい。”、“ずっと

続けて欲しい。”など嬉しい感想が多数寄せられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3回オロシティー経営塾が前回に引き続き、経営

幹部コース（3月～７月全 5 回）と中堅社員コース（6

月～8 月全 3 回）の 2 コースを設け開催されている。 

 

（経営幹部コース） 

今回の経営幹部コー

スは、テレビやラジオ

等の歴史解説で数多

くご出演されている

鹿児島市維新ふるさ

と館特別顧問の福田

賢治氏を講師に招聘し“「薩摩の先人に学ぶリーダー

シップ」”というテーマのもと、薩摩の先人から会社

経営に必要なリーダーシップや組織作りについて学

んでいる。現在、全 5 回中 4 回を終了し、最後となる

7 月 18 日（金）“西郷隆盛と大久保利通の生き方に

学ぶ”を残すのみとなっている。終了後に閉講式が行

われ、皆勤者には修了証書が贈られる。 

2018(平成 30)年、明治維新から 150 周年という大き

な節目を迎える。鹿児島市をはじめ、各自治体等で

2012(平成 24)年から 2018（平成 30）年までの期間に

「明治維新 150 年カウントダウン事業」として、明治

維新までの激動の時代を歩んできた薩摩藩の足跡を

振り返るイベントなど様々な取組が実施される。明治

維新 150 周年に向けて明治維新の原動力となった薩

摩の歴史やそれを育んだ鹿児島市の多彩な魅力を改

めて学ぶことができ、大変有意義なものとなった。 
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（中堅社員コース） 

中堅社員コースは、前回

に引き続き杉本國雄氏（経

営力検定協会会長 他）を

講師に招聘し、“「先を読

む力」と「行動力」を身に

付ける!!”というテーマ

のもと、「ドラッガーの自

己管理」・「二宮尊徳と報徳仕法」・「年輪経営」につい

て学ぶ。途中からの参加希望も随時受け付けている。 

 

 

 

6 月 25 日(日)の南日本新聞朝刊でオロシティーマ

ップを紹介する記事が大きく掲載された。オロシティ

ーニュース前号で完成したことを掲載したが、その後

各組合員をはじめ、関係先、オロシティー利用者等に

配布し卸団地を PR している。鹿児島県中小企業団体

中央会の月刊誌“中小企業かごしま 5月号”にも 1ペ

ージにわたり大きく紹介された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新聞掲載後、事務局に「どこに置いてあるのか？」、

「見たいので送って欲しい。」といった問い合わせが

一般の方やテレビ関係の方まで多数あった。今後も組

合の PR や各種イベントでの活用の他、マップと連携

した取組みとして、掲載店舗に同じデザインの看板・

のぼり旗・ステッカー等で解り易く案内する。また、

高齢者・身障者に役立つマップ、防災に役立つマップ

など目的別にバージョンを広げるなどが検討される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

組合員の㈱德重ガラス前社長である德重次夫さん

（4 月 6 日 86 歳で急逝）と妻のキクさん（89）が始

めたシバザクラの花園「花の森

德重」が 7 年目を迎え、連日多

くの来場者で賑わった。 

近年は病気がちだった次夫

さんに地域住民らが協力。「花を

見て笑顔になってほしい」と開園した夫婦の願いを酌

んで抜かりなく手入れし、満開の春になった。4 月 12

日には“第 2回蒲生・花の森祭り”が開催され、来場

者は花見をしながら歌や踊りを楽しんだ。長男であり

会長の初男さんは、父次夫さんが 4 月 6 日に急逝し、

祭りを開催するか悩んだという。しかし、みんなの笑

顔が生きがいだった次夫さんの遺志を継ぎ開催する

ことを決めた。昨夏は 9割が枯死するトラブルもあっ

たが、丹念に土を入れ替えて植え付け、きれいに咲き

そろった。来年もきれいな花を咲かせ、来場者を楽し

ませようと地域住民の方々とともに手入れの日々が

続く。  （4月 9 日 南日本新聞 掲載記事より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 31 回オロシティー夏まつりのお知らせ 

 2014 オロシティー夏まつり 

 日時：8月 2日（土）16：00～21：00 

    〔順延の場合 8月 3日（日）〕 

 場所：オロシティーホール周辺 

 ○ステージショー ○花火大会 

 ○物販コーナー ○飲食コーナー 

 

〇消火器のルールについて 

消火器のルールが変わっていることをご存じでしょ

うか。老朽化した加圧式消火器の破裂事故が全国各地

で発生したことを受け、平成 23 年から消火器に関する

規格や点検基準、廃消火器リサイクルシステムの運用

開始など消火器に関する 3 点が変わっています。 

 

 

共同倉庫借主募集！平成 26年 4月から 3 室空き 
・倉庫住所 鹿児島市卸本町 7-16 

・倉庫面積 32 坪（1 室） 

・月額賃料 9万 6千円（組合員外賃料） 

※組合員賃料は事務局へお問い合わせください。 

・お問い合わせ先 

鹿児島総合卸商業団地協同組合（オロシティー） 

℡099-260-2111 
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○旧規格消火器の設置猶予期間 

平成 23 年以前の旧規格で製造された消火器は、平成

33 年 12 月 31 日までで設置できなくなります。 

○耐圧性能点検（水圧検査）の実施 

 外観点検において本体容器に腐食等が認められた

もの。製造から 10 年を経過した消火器に対する耐圧性

能試験（水圧検査）が義務付けられます。以降 3 年ごと

の水圧検査が必要となります。 

○廃消火器リサイクルシステム 

 従来、老朽化消火器の廃棄処分は、処分する消火器

の製造メーカーに連絡し、回収を依頼する必要がありま

した。平成 22年 1 月 1 日以降、どのメーカーが製造した

消火器でも回収が可能となっています。 

廃棄する際は、リサイクルシールの貼付けが必要とな

り、既存の消火器は、リサイクルシールを購入して貼付

けることが必要となります。（有効期限 2 年） 

平成23年 1月 1日以降に製造された消火器には、リサ

イクルシールが貼られています。（有効期限 10 年）それ

ぞれ有効期限がありますので注意が必要です。 

 

〇事業所敷地内への降灰指定置場設置について 

鹿児島市では平成 27 年度からの事業所降灰の収集

を開始します。敷地内に降灰指定置場を設置する場合

は、事業所降灰指定置場申請受付事務局へ申請書を提

出する必要があります。受付期間、平成 26 年 6 月 2 日

（月）～平成 26 年 10 月 31 日（金）まで。 

◆対象者 

 ①鹿児島市内に所在する事業所であること。 

（公共施設等を除く） 

 ②敷地面積が、概ね1,000㎡以上の事業所であるこ

と。※共同申請も可能。 

 ③設置箇所において、降灰収集車（2ｔトラック）が収

集作業のために安全進入、駐車できるスペースが

確保できること。 

 ④設置箇所について、店舗への来店者、当該建物の

居住者などの妨げにならない場所であること。 

 ⑤申請者と土地所有者が異なる場合は、必ず申請

内容について土地所有者の了解を得ているこ

と。 

◆申請書類 

 鹿児島市ホームページからダウンロードするか、「事

業所降灰指定置場受付事務局」にお問い合わせくだ

さい。 

 鹿児島市ホームページ→「事業所向けページ」→

「ピックアップニュース」→「事業所敷地内への降灰指定

置場の設置について（申請受付）」 

◆提出先・お問い合わせ 

 事業所降灰指定置場受付事務局 

 電話 099-226-5701 

 〒890-0016 鹿児島市新照院町 21-7(「㈱大進)内） 

 電話対応時間又は申請書受付時間（持参の場合）：

土日祝日を除く 9：00～18：00 

 

 

 

 

 4 月 23 日、小正醸造㈱が“赤猿スパークリング”

と“夏季限定・本格芋焼酎「夏小鶴」”の発売を始め、

好評を得ている。 

“赤猿スパークリング”は、

菓子用に開発された紫芋の王

様と呼ばれる「農林 56号」（パ

ープルスィートロード）を原

料に作る“芋焼酎「赤猿」”の

持つフルーティーで華やかな

香りとスッキリとした優しく

さわやかな味わいはそのまま

に、スパークリングならでは

の弾ける美味しさが魅力。低アルコールで飲みやすく、

食前酒としてはもちろん食中酒としても楽しめる。 

平成 26 年 1 月 1 日に施行された鹿児島県の焼酎文

化おもてなし条例をきっかけに「本格焼酎による乾杯

が気軽にできる商品造りがしたい。」その想いから開

発された。アルコール度数は 5 度。300m で希望小売

価格は 475 円(税別）。良く冷やして飲むのがおすすめ。 

 

夏にピッタリの芋焼酎“夏

季限定・本格芋焼酎「夏小鶴」”

は、8月 22日出荷までの限定。

一般の芋焼酎は１次仕込みに

米麹を用い、2 次仕込みから

芋麹を使用するところ、夏小

鶴は 1 次仕込みから芋麹を使

用した全量芋仕込み焼酎。ま

た、軟水の中でも非常に柔ら

かな硬度 1.5 の「市比野お地蔵温泉水」でアルコール

度数を 20度までに割水。 

全量芋ならではの甘くストレートな香りと、キリッ

と爽快な飲み口がバランスよく調和されている。また、

口当たりが温泉水効果により柔らかいのも特徴。アル

コール度数が 20 度と低めなため、オンザロックや冷

やしてストレートで楽しめる。希望小売価格 1.8  

2,000 円、720m  1,000 円（いずれも税別）。 

小正醸造の商品は、“こまさやオンラインショップ”

でも購入可能。 

芋焼酎をはじめ、

玄米・麦焼酎、貯蔵

熟成焼酎、リキュー

ル・薬味酒、ノンア

ルコール焼酎、特選

焼酎、限定焼酎、オ

リジナルグッズ、ギ

フト・セット商品と

品揃い豊富。5,000

円（税別）以上の購

入で送料無料とな

っている。 

アドレス→http://www.shop-komasa.jp/shop/ 
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㈱下堂園は、1954 年（昭和 29 年）3 月に鹿児島市高

麗町で創業。1991 年（平成 3年）2月、株式会社下堂

園を設立する。「お茶を飲む喜び、売る喜び、作る喜

び」という社是のもと国内外のお客様に鹿児島茶をお

届けしている。 

本社は鹿児島市卸本町に、鹿児島市南栄には流通セ

ンターをおく。直営の農場㈲ビオ・ファームが南九州

市川辺町にあり、お茶の有機栽培や無肥料自然栽培を

行っている。直営店は、ティースペース ラサラ荒田

本店・卸本町店、お茶の下堂園 高麗店、下堂薗茶舗

（CH HO SHIMODOZONO）の 4 店舗。ドイツには関連会

社 Shimodozono International GmbH がある。 

現在、有機栽培や無肥料自然栽培といったこだわり

の栽培方法で育てられたお茶と選び抜かれた水を使

い、独自の抽出方法で作るボトリング吟
ぎん

穣
じょう

茶 3 種類

を今秋販売に向け、試行錯誤を重ねている。お茶の新

たな価値の創造に社員一丸となって取り組んでいる。 

 

～店舗情報 等～ 

・日本茶喫茶店「ティースペース ラサラ」 

「日本のお茶文化を、より多くの

人に楽しんでもらいたい」という

思いで日本茶と和スイーツを提

供。 

荒田本店 

鹿児島県鹿児島市荒田 1丁目 38-10 

  TEL 099-250-2338 FAX 099-250-2228  

卸本町店 

鹿児島県鹿児島市卸本町5-18 

株式会社下堂園 本社ビル内 1F 

  TEL 099-263-3303 

  FAX 099-269-3811 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下堂薗茶舗（CH HO SHIMODOZONO） 

鹿児島中央駅前にある新感覚の日本茶カフェ。

「二十四節気」ごとに更新する、季節感あふれるこだ

わりのメニューが魅力。 

鹿児島県鹿児島市中央町 11-1 

鹿児島中央ターミナルビル 1F 

  TEL 099-822-5100 

・お茶の下堂園 高麗店 

ご家庭用からご贈答用まで。下堂園、全てのお茶

を扱っているお店。 

鹿児島県鹿児島市高麗町 34-2 

  TEL 099-255-2337 FAX 099-253-2338 

・通信販売（通販直販支援部） 

全国のお客様に「お茶のある暮らし」を 

 ご提案。 

TEL： 0120-25-2337（平日 9：00～18：00） 

HP：http://www.ocha-no-shimodozono.jp/contents/shop/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開発中のボトリング吟
ぎん

穣
じょう

茶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島総合卸商業団地（協）提携医療機関 

厚地記念クリニック PET画像診断ｾﾝﾀｰ

〒892-084１ 鹿児島市照国町１２－１ 

相談窓口 TEL：099-226-8871 FAX：099-226-8872

がん克服は早期発⾒が決め⼿です！早めのがん検診をお奨めします

< 割 引 受 診 料 > 

■PET ﾄﾞｯｸｺｰｽ    100,000 円/人

■PET/CT ﾄﾞｯｸｺｰｽ 120,000 円/人

オロシティーご加盟の会員様及びご家族様には割引制度

があります。事務局へお申込み下さい。 

PET 画像診断による全身検査 

がん総合検診（がんドック） 
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【２６年７月】 
 １日 鹿児島米穀㈱（～2 日）製麺の講習会 

４日 ｼｬｰﾌﾟ ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ㈱（～6日） 
展示即売会 

 ８日 リック㈱（～9日）展示会 
１１日 好川産業㈱(～12日) 展示会 
１４日 自衛隊鹿児島地方協力本部（～15 日）説明会 
１６日 酒井医療㈱ （～18 日）内覧会 
１７日 ㈱レイメイ藤井（～18日）サマーフェア 
２２日 南九州国分㈱（～23 日）秋冬展示会 
２４日 ㈱プロレスリング・ノア 
２５日 やまびこ産業㈱ 新製品発表会 
２６日 ㈱全国試験運営センター（～27日） 

第２種 電気工事士技能試験 
【２６年８月】 
１８日 鹿児島県安全運転管理協議会  
    安全運転管理者等に対する法定講習会 
２２日 ㈱タイフク（～24日）京栄会（展示会） 
２３日 精興園（～24 日）花の展示会 

【２６年９月】 
２日 尾家産業㈱（～3日）2014 年秋季提案会 
４日 ㈱加根又本店（～7日）秋の展示商談会 

１２日 川辺佛壇協同組合（～14日）  
２０日 ㈱檀（～21日）ダーツ大会 

 

 

 

 

《名称・代表者変更》平成 26年 6月までに届出 

【代表者変更】 
・株式会社 井桁藤（H26 年 4月 1 日より変更） 

宮﨑 龍一  → 牧野 郁雄 

・有限会社福盛商店（H26 年 5月 8 日より変更） 

  福盛 一雄 → 福盛 順一 

・鹿児島ディベロップメント株式会社 

（H26 年 6月 10 日より変更） 

  米澤 秀和 → 田中 正治 

 

 
【２６年７月】 

1 日 理事会 

4 日 オロシティー社員交流会 

    福利厚生委員会 

15 日 オロシティー経営塾中堅社員コース② 

18 日 オロシティー経営塾経営幹部コース⑤ 

24 日 代表者会ゴルフコンペ 

   代表者会懇親会 
【２６年８月】 

2 日 第 31 回オロシティー夏まつり 

21 日 オロシティー経営塾中堅社員コース③ 
【２６年９月】 

1 日 理事会 

 

 

 

6 月 25 日(日)の南日本新聞朝刊でオ

ロシティーマップを紹介する記事が大

きく掲載されました。その後、事務局に

さまざまな問い合わせを一般の方やテ

レビ関係の方まで多数頂きました。改めて、新聞の広

告効果を実感したところです。そこで、広報研修委員

会では南日本新聞の小手川記者様より、組合の団産団

消（地産地消）運動を応援していただく観点から、組

合員の皆さんの情報を FAX で新聞社へ直接送る「情報

メモ」を作成しました。自社の新製品の発表、新サ－

ビスの提供、新しい商品の市場投入などのＰＲの場と

してご活用ください。また、事務局へも送っていただ

ければオロシティーニュースやホームページで紹介

させていただきます。 

 

広報研修委員会 

 委員長 玉利佳久 


